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前橋市市有資産活用基本方針での整理とイメージ

・計画的な予防保全工事 

・施設の長期使用 

・中長期的な財政負担の平準化と軽減 

 具体的なデータによる資産分析・評価を行い、全庁横断的・
中長期的な視点から、市有資産の総合的なマネジメントへの取
り組みや『供給(量)』『品質(質)』『財務(コスト)』の面から
資産の最適化を図ります。 

供給 

財務 品質 
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基本的な考え方 

資産活用推進の方向性 

各
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①保健福祉センター内に郵便局を誘致（秦野市）   

 センター内の空き

スペースに郵便局を

誘致、住民票などの

証明書発行業務も委

託。 

 施設利用者の利便

性向上に加え、建物

賃借料収入の確保と

いう面もあります。 

②敷地の空きにコンビニ誘致（秦野市）   

 一部施設機能の移転

に伴い余裕ができた敷

地にコンビニを誘致。 

 施設利用者の利便性

向上に加え、土地賃借

料収入の確保という面

もあります。 

 その他店舗内で図書

館貸出本の返却、地場

産野菜の販売等も。 

③旧鉄道トンネル跡地をワインセラーに（浜松市）   

 旧国鉄が工事着工したも

のの幻となった鉄道トンネ

ルを巨大ワインセラーに用

途変更。 

 地元の産業観光委員会が

運営し、酒造会社や市民に

場所貸しし、貸付収入を確

保。 

 産業振興の側面も。 

 

④旧役場議場をコールセンターに（南魚沼市）   

 合併により不要となっ

た旧役場議場をコールセ

ンターとして改修し、ヤ

マト運輸を誘致。 

 建物賃借料収入の確保

に加え、約100人規模の

雇用創出という面も。 

 

①既存施設の廃止 

   

②新規複合施設の整備   

③既存施設への集約化・複合化   

④廃止による用途転用   

Ａ施設 廃止   

Ａ施設 廃止   Ｂ施設 改築   

Ａ施設 廃止   Ｂ施設 集約複合化   

Ａ施設 廃止移転   Ｂ施設 用途転用 

売却・貸付   

新規複合施設を

Ｂ用地へ建設   

Ｂ施設の低未利用室

を活用し、施設を複

合化（集約化）  

Ｂ施設の用途を転用

し、Ａ施設を移転  

「廃止」一辺倒ではなく、様々なケースがあります。 

◎ライフサイクルコスト（LCC）とは 
 施設の設計・建設費などの初期投資、運用開始からかかる管理運営

費、改修費用、解体処分までの施設の一生に必要な費用のことです。 

 

   

◎長寿命化によるLCCの低減 
 これまでのように使えなくなったら建て替える発想から、躯体の劣化が進

んでしまう前に、計画的な予防保全工事の実施により施設寿命を延ばし、施

設を長期使用することにより、ライフサイクルコストの低減を図っていく必

要があります。 

 

【施設におけるLCCイメージ】 

建設費

運用費

（光熱費）

管理費保全費

修繕費

更新費

建設費のＬＣＣ全体に

占める割合は氷山の一角

【LCC構成比（BELCA試算例）】 
0
0
0
0
0
0
1建設費 25.3％

企画設計費 1.0％

保全費 15.4％

修繕・更新費

11.3％

光熱水費 21.2％

一般管理費 25.8％

■オフィスビル、鉄骨鉄筋コン造、

８階建、4,000㎡として

約

25%  

初期投資は 

氷山の一角  

長寿命化の推進 

・機能維持を目的とした施設の複合化、集約化 

・施設配置（規模）の適正化 

・低、未利用地の積極的な売却 

保有総量の縮減 

・管理コスト、利用者ニーズの把握 

・空きスペースの活用など、効率的な運営方法の検討 

・市有地の管理状況の検証 

効率的利活用の推進 

長寿命化の推進とＬＣＣ 

施設の集約等（パターン例） 

Ａ 

◎初期投資は、LCCのうち氷山の一角でしかない 
 初期投資に目がいきがちであるが、社団法人BELCAによれば、施設の

ライフサイクルコストに占める初期投資の割合はおよそ1/4程度です。 

 氷山の下の部分が重いコストであり、施設が存続する限りかかり続けま

す。 

Ｂ Ａ 
Ｂ用地 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 
Ｂ用地 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ用地 
Ａ Ｂ Ａ 
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